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栃木県宇都宮市の事例

放課後児童クラブの指導員と放課後子ども教室のコーディネー
ター、学校の先生、特別支援学級の先生、養護の先生、保護者み
んなの連携で障がいのある子も毎日温かくサポートしています。

※宇都宮市では、障害 → 障がい と表記しています。

晃宝小子どもの家「どんぐりクラブ」◇ 名 称

栃木県宇都宮市教育委員会事務局生涯学習課◇ 設置主体
晃宝宮っ子ステーション運営委員会◇ 運営主体

日現在◇ 登録児童 ７０名（１年生２３人・２年生２８人・３年生１４人・４～５年生５人）平成20年10月1

宇都宮市立晃宝小学校 全校児童 ３６６名◇ 最寄小学校

（ ） （ ）◇ 場 所 小学校南校舎１階西側 １２８㎡ 空き教室２部屋専用改築 平成１０年９月
月曜日～金曜日・午後１時から午後６時、土曜日・午前８時半から午後４時半◇ 開設時間
学校長期休業時 午前８時半から午後６時 延長保育・長期休み早朝保育あり
日・祝日・その他◇ 休 業 日
６名（正指導員３名・加配指導員２名・パート指導員１名）◇ 指 導 員
保育料として ６５００円／月（きょうだい割引あり）◇ 負担金等
32０-0０７５ 宇都宮市宝木本町１２６３－１◇ 所 在 地 〒

ＴＥＬ・ ＦＡＸ ０２８－６６５－５７４４

http://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/shogai_gakushu/shogaigakushu/000418.html◇ 紹 介 等

晃宝小学校には、放課後児童クラブの「どんぐり」と放課後子ども教室の「ピノキオ」

があります。特別支援学級もある学校なので、放課後は障がいのある子もない子も、共に

「どんぐり」で過ごします。放課後子ども教室の「ピノキオ」での活動を希望した子ども

たちは、まずはここで楽しく遊んで過ごします 「ピノキオ」の終了時間になると 「どん。 、

ぐり」の指導員が迎えに行き「ピノキオ」での子どもの様子を聞いたり 「どんぐり」での、

様子を伝えたりして、指導員同士の情報交換等連携を深めています。子どもたちは、それ

ぞれの活動の楽しさを 吸収して、毎日豊かな放課後の時間を過ごしています。たくさん

連携が障がい児を温かくサポートしている

「どんぐりクラブ」晃宝小子どもの家
こうほうしょう⑦

特 徴

校舎の１階にどんぐりクラブがあります

概 要

、 。４時半を過ぎると みんな仲良く室内で過ごします

外遊びは、みんな大好きです。


